
３月１５日(金)、まさに陽春という言葉がぴったりの素晴らしい天気となったこの日、第131回卒業式を行いまし
た。４年ぶりに来賓をお招きしステージを使った式で、独特の緊張感もありましたが、そんな中でも卒業生一人一人
はしっかりした動作で卒業証書を受け取りました。何よりも受け取る前と受け取った後にきちんと、授与した私の目
を見てから礼をする姿に感銘しました。
式辞では卒業生に対し、大切にして欲しいこと３つを伝えました。一部を簡略化してお伝えします。

一つ目は「志」をいだくということ。夢を実現させるには強い志が必要です。強い思いが必要です。「こん
な人になる」という強い志をもち、目標をたて、努力できたらこんな素晴らしいことはありません。校長先生は
佐志小学校をその名前から「佐賀の志」をもつ学校だと思ってきました。これから時々でも「佐賀の志」という
この言葉を思い出してくれたら嬉しいです。
二つ目は「ふるさと佐志」を大切にするということです。校長先生は小学校を卒業するときに引っ越しをし

ましたから、その時に幼少期を過ごしたふるさとを離れました。でも、半世紀が過ぎた今で も鮮明に覚えてい
ます。皆さんにもそうあって欲しいと思います。そのためにも、地域の行事や人との関わりを大切にして過ごし
てください。お世話になっている人への感謝を忘れずに過ごしてください。「故郷佐志」が、いつまでも皆さん
の心の中に、明るく楽しい思い出の地として生き続けていくことを願ってやみません。
そして三つ目。「自分も他者も大切にするさしっ子・さし人」でいて欲しいということです。自分を大切に

するということは、健康、安全に気を付け、一つしかない命を大切にするというこどです。さらに、自分の生き
方を大切にするということです。自分を大切にするとともに、家族や仲間といった周りの人も大切にしてくださ
い。皆さんはこれから、数え切れないほどたくさんの人と出会いますが、その中には、あなたを支えてくれる人
がいます。喜びを分かち合う人がいます。苦しさから救ってくれる人がいます。あなたの人生を豊かにしてくれ
る人がいます。でも、それが誰なのかは簡単には分かりません。ですから、日々、思いやりや優しさをもって接
することが大事なんだと思います。

４４名の卒業生には、明るい気持ちで、自分を褒めてやれるような中学校生活を過ごして欲しいと願っています。
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ちょうど卒業式のあった３月１５日の佐賀新聞に掲載さ
れました。なんとか卒業までに間に合ってよかったです。
笑顔が輝いていますね。


